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図書館長との閑話
農学部事務部学術情報課　課長補佐

堀井吾朗

　学生は図書館に来てくれているのだろうか？
「大学生の読書離れ」が言われている。新聞の
調査でも大学生の 50 ％は全く本を読まないと
の調査結果も発表されている。館内の閲覧席
をブラっと見廻ると、「読書」をしている学
生は少なく、専ら、授業で課されたであろう
レポートの作成に励んでいる学生、グローバ
ル化の空気を感じ、語学の勉強に取り組んで
いる学生をよく見かける（所在なさげに、ス
マートフォンを操作している学生やうとうと
と居眠りをしている学生もいる）。図書館に来
て、本を探して、選び、読むという習慣が身
についている学生は多くないと感じる。
　教職員はどうだろう？書籍、特に雑誌の電
子化が進み、また、学内に有線・無線のネッ
トワークが整備され、学外からでも学内の学
術情報資源にアクセスできる通信技術が導入
され、学内外どこからでも、図書館のサービ
スが利用できるので、教職員が図書館に来て、
滞在することも少なくなっている。
　そんな中で、定期的に図書館を訪れてくれ
る教員がいる。図書館長の米谷教授である。
図書館長の業務で来られる以外にも、授業の
合間にフラっと来館される。その時にお聞き
するお話がとても面白い。
　先生は学術雑誌の目次をまとめて読むこと
をされているそうである。そうすることで、
ネットワークでのキーワード検索では、気付
くことがない文献に出会うことがあり、これ
が結構興味深く勉強になるそうである。また、
思いがけないテーマとテーマの繋がりが発見
でき、取り組んでいる課題についても新しい
アプローチの発想がひらめくこともあるそう
である。現代では、限られた時間の中で、迅
速に質の高い情報を得ることが要求される。
そのために、検索エンジンやツールを使って、
ピンポイントで情報を得ようとしている。そ
の方法では気付かないことがある、というこ

とを教えられた。
　また、漢方薬についての興味深いお話を聞
かせていただいた。自分は、漢方薬とは西洋
医学で処方される医薬品と比較して、どこか
非科学的で、効能も怪しいというのが、多く
の人の常識であると思っていた。ところが、
先生によれば、「漢方薬には確かに人体に作
用し、効能を実感する人が多いことも事実で、
それ故、何百年も使い続けられているのであ
る。そのメカニズムについては、人体が複雑
なため、西洋の科学の発展が追いついておら
ず、充分に解析・解明できていない。そこに、
研究する余地がある」とのことである。自分
の不勉強・知識のなさを恥じ、ちょっとした
感動をおぼえた。
　館長との出会い・対話を通じて思うのは、
固定概念に捉われず、常識を疑うことの大切
さ、利便性・効率性の対極に重要なこと・面
白いことが隠されているのではないかという
ことである。そして、そのような閃き・発見
のきっかけになりうる図書館の可能性とその
存在の重要性である。
　緑は豊かだが、少し狭く、老朽化が進んで
いる農学部図書館には、今増床拡張計画があ
る。大学図書館は大学の構成員が研究・教育
を行うことを支える施設・装置である。その
ことは十分踏まえて、「人」と「人」、「人」と

「本」が出遭い、「図書館」で何かを得たと
思ってもらえる場所にしたい。
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ロッキー山中での野口英世再発見
医学部免疫学教室　教授　宮澤正顯

　アメリカ合衆国モンタナ州のビタールート
谷に位置するハミルトンは、人口僅か 13,000
の田舎町であるが、アメリカ国立衛生研究所

（NIH）に属する巨大なバイオセフティレベル
4 の研究施設が存在することで、感染症研究
者にはよく知られている。

　ヒトよりもウシの数がはるかに多いモンタ
ナの地に巨大な研究施設が設けられた理由は、
1900年代初頭に遡る。当時モンタナ州西部で
猖獗を極めたロッキー山紅斑熱に対応するた
め、成立したばかりの州政府はシカゴから H. 
T. リケッツを招き、彼は媒介動物であるモリ
ダニから、後に彼の名を冠してリケッチアと
名付けられる新病原体を発見した。リケッツ
がチフス研究のためメキシコに去り、自身チ
フスにより死亡した後も、ビタールート谷で
複数の研究者が紅斑熱に対するワクチン開発
などを続け、その研究施設はリケッツ時代の
テントから丸太小屋に変わり、1927年には恒
久的施設が予算化された。こうして 1928年、
ハミルトンの地に煉瓦造りのロッキー山研究
所が完成した。
　研究所は現在、国立アレルギー・感染症研
究所に属する 3研究部門が、NIH 本部を離

れてモンタナ州に存在する形式を採っており、
世界最先端の研究設備と優秀な研究者を収容
しているが、主要な建物の外観は「歴史的建
造物」として 1928年当時のまま保たれている。
筆者の留学先は、まさにこのロッキー山研究
所であり、カウボーイ時代の伝統がそのまま
残された田舎町で、家族共々アメリカ人、い
や「モンタナ人」になりきって 3年半を過ご
した。

　研究所の図書館には創立以来の蔵書が全て
保管されてあり、ロックフェラー大学発行
の The Journal of Experimental Medicine が第
1巻第 1号から全て揃っていた。大学間コン
ピュータネットワーク BITNET がやっと使
われ始めた当時、文献検索は目視だけが頼り
で、筆者は実験の合間によくこの図書館に通
い、旧い雑誌に目を通した。そんな中、上記J. 
Exp. Med. の第 1巻に野口英世の論文を見つけ
たときには感激した。しかも、その内容は高
い技術に裏付けられた実験結果を精密に記録
したものであり、野口が巷間言われているよ
うな山師のような人物では無く、優れた実験
研究者であることがよくわかった。
　現在、J. Exp. Med. は 100年以上前の第 1巻
から全て PDF 化されて公開されており、この
野口の論文もオンラインで見ることが出来る。

１）1986年当時のロッキー山研究所の外観。雪を
被ったロッキー山脈の手前に、霧氷に被われた川沿
いの木々が見える。左右の煉瓦造りの建物の間に見
える平屋は当時の動物実験施設であるが、ここには
現在、体育館のように巨大なバイオセフティレベル
４施設が建っている。 ２）歴史的煉瓦造りを保つロッキー山研究所の正面

玄関にて、1986年当時の筆者。向かって右には、鉄
製の銘板が見える。
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生物理工学部図書館における地域協力、
　　　貢献活動について（事例紹介）
生物理工学部事務部　図書館担当　課長代理

伊豆田　幸司

【職場体験学習の生徒受入れ】
　当館では、近隣の公立中学校と高校が実施
している職場体験学習について、毎年中学2校、
高校 1校から生徒を受け入れている。
　平成30年9月6日（木）～7日（金）には、岩出市
立岩出第二中学校の 2年生 3名を受け入れた。
　はじめに図書館から、仕事をしてもらうに
あたっての注意事項と生物理工学部の紹介な
どをした後、大学での研究とはどういうこと
なのかを体験してもらおうという趣旨で、人
間環境デザイン工学科の片山一郎准教授にミ
ニ講義をお願いした。
　講義の中では、生徒たちに研究成果を応用
した市販の機能性アイウェアを身につけても
らうなどし、大学と社会との関わりについて
感じてもらった。
　その後は約一日半、主に図書の整理業務と
書架整理を体験してもらった。
　整理業務として、図書保護のためのルック
スフィルム貼りやバーコードシール貼りを
黙々と行うというのは彼らにとっては意外
だったようだが、コツを掴むと少しずつ綺麗
に貼ることができるようになっていた。
　今回の体験学習を通じて、図書館というも
のが上記のようないくつもの細かな“仕事”
によって成り立っているということを、少し
でも感じてもらえていればと思う。

【和歌山地域図書館協議会】
　和歌山大学図書館が中心となり、当館を含
め和歌山県内の大学、高等教育機関の計 9図
書館（平成 30年 9月現在）で組織しているも
ので、会議体のほか主に年一回持ち回りでイ
ベントの開催をおこなっている。
　平成 30年 7月には合同企画として、和歌山
のシンボルの一つである和歌山城の天守閣再
建 60周年記念にちなんだ蔵書等の展示をおこ
なった。
　当館でも、和歌山城や和歌山藩史に関連し
た蔵書など 10数点を館内 3階にある企画選書
コーナーで展示し、併せて和歌山城などでの
企画の広報に協力した。

　現在、当館では受け入れ体制などの課題が
有り地域住民の一般公開利用は行っていない
が、形にとらわれることなく大学図書館とし
て今後も地域協力・貢献の形を模索していき
たい。

【参考 URL】
和歌山地域図書館協議会 HP
http://www.wakayama-u.ac.jp/lib/renkei/
index.html

ルックス貼りを体験する生徒たち

平成 30年 7月度の企画展示の様子
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工学部「読書ガイド」の紹介
工学部図書館

　「読書ガイド」は図書委員会の先生方によ
る学生向け図書紹介の企画です。平成 29年
4月から推薦図書を「読書ガイド」棚に配架
するとともに、館内に大判ポスターを掲示し、
さらに Web にも公開しています。
　「読書ガイド」で Google 検索すると、現在

（2018年 7月 30日）5位にランクされています。
企画は現在も継続中です。
　「読書ガイド」のタイトルはどれも興味深
く、推薦図書の直球メッセージであったり、何
の本か推測するのが楽しいものであったりしま
す。また先生から「こんな図書を推薦いただけ
るとは」と意外性に驚くこともあります。
　本離れと言われる時代に、読書の価値を
知って欲しくて、「こんなにおもしろい＊本が
あるよ～」、「目から鱗が落ちるよ～」と、先
生方から学生さんへの熱いラブコールです。
＊「おもしろい」とは、魅力ある物事に心が

明るみ、目の前がぱっとひらけて晴ればれ
した状態

近畿大学工学部「読書ガイド」一覧

第 1 回　「涙の数だけ優しくなれる」徐　丙鉄（情報学科）
第 2 回　「大学での学びは、まず大学を学ぶことから」井原辰彦（化学生命工学科）
第 3 回　「暮らしの中の流れ楽：流れを視る」角田　勝（機械工学科）
第 4 回　「エアコンや冷蔵庫の運転に必要な技術」中田俊司（電子情報工学科）
第 5 回　「推薦図書アラカルト」難波義郎（建築学科）
第 6 回　「数学が得意な方も苦手な方も」小畑久美（教育推進センター）
第 7 回　「言葉の裏側にある文化を知りたくないですか！」西尾美由紀（教育推進センター）
第 8 回　「ロボットに興味のある人へ」友國伸保（ロボティクス学科）
第 9 回　「人、至高性、星の時間」徐　丙鉄（情報学科）
第 10回　「漫画、されど漫画」難波義郎（建築学科）
第 11回　「続もの作り不思議百科－ミリ、マイクロ、ナノの世界－」白石光信（機械工学科）
第 12回　「日本の戦後復興を支えた人たちの言葉」藤本暢宏（電子情報工学科）
第 13回　「読書のすすめ」山本和彦（化学生命工学科）
第 14回　「文学に普遍性はありますか？」中山　文（教育推進センター）
第 15回　「AI 時代だからこそ「歴史書」に学ぶ」野村正人（化学生命工学科）
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産業理工学部
　　　図書館地域資料室について
産業理工学部　学術情報センター長　森　正壽

1．はじめに
　産業理工学部図書館は、本来の図書館業務
に加えて、地元筑豊地域の文化発展基盤へ
の 寄与を目指し、これまで地域に根ざした活
動を行ってきた。その象徴とも言えるものが
産業理工学部図書館地域資料室の設置であり、
その意義と活動を紹介する。
2．「地域資料室」の設置当時の図書館長であ
る藤原元一館長により「地域に開かれ、地域
に寄与する図書館｣ を目指した象徴として地
域資料室の設置が提案された。近畿大学は西
日本に点在する総合大学であるが、産業理工
学部（当時の九州工学部）は必ずしも地域に
密着したものではなかった。
　地域資料室の設置のための設置委員会委員
として図書館長他大学関係者以外に、地域代
表として大里酒造社長、市立飯塚歴史資料館
長、厳嶋神社宮司、北九州市立図書館顧問、
飯塚市役所総務課等錚々たるメンバーがそ
ろった。何回もの設置委員会の会議の末、図
書利用の市民への開放等を盛り込んだ、図書
館図書公開規定を制定し、昭和 62年地域資料
室が設置された。

3．「筑豊近代化年表」の編纂地域資料室運営
委員会において、地域資料室として具体的な
成果物を提案できないかとの問いかけがあり、
議論を重ねた結果、産業理工学部教員の専門

性などから、地元筑豊に係わる出版物として
「筑豊近代化大年表」編纂が提案された。内容
としては、明治から現代に至るまでの筑豊に
関する歴史的事項、文化遺産、具体的には日
本を代表する弥生遺跡としての立岩遺跡、筑
豊の炭鉱の盛衰、さらにユネスコ／世界記憶
遺産に登録された「山本作兵衞の炭坑画」等
の資料の収集と編纂であった。容量的には一
冊では収まらず、全 4巻の大著となった。以
下にその構成を示す。

　・筑豊近代化大年表（明治編）
　   ［平成 11年 7月刊行］
　・筑豊近代化大年表（大正編）
　   ［平成 12年 9月刊行］
　・筑豊近代化大年表（昭和戦前編）
　   ［平成 13年 11月刊行］
　・筑豊近代化大年表（昭和戦後編）
　   ［平成 14年 9月刊行］

4．おわりにこのように、産業理工学部図書館
は地域に開かれた図書館を標榜しており、そ
の象徴として今回の地域資料室が設置されて
いるところである。現在は筑豊地域を中心と
した福岡県関連資料（図書・雑誌・自治体刊
行物など）1,400点余りを展示、公開している。
また、30名程度であれば講義室や会議室とし
ても利用できることになっている。今後も地
元筑豊に貢献できればと考えている。

地域資料室

筑豊近代化大年表
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